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未来のための食料：女'|'生、人□、食料安全保障

過去50年にわたる空前の世界人１１の増ﾉ111（閉み記事

１）は、地球｣２の土地と水資源から見た場合の鰻大の

｢人｢1扶養力」（|Ⅲ|み記1;２）がどの程皮であるのか、と

いう議論に再び火をつけた。このような識諭は大切だ

が、多くの場合、この１１M題の頑大なIlllllliを』,L蒋としてい

る。世界の食料供給を絶対1,1で考えれば、６０億人強の人

口を満たすのに十分であることは、ほぼ'１M迎いない。し

かしながら、世界人'１のおよそ６分の１にﾕﾘたる８億

4100万人もの人が、慢性的に栄養不良の状態にあるのも

また事実である。

１．世界人口の増加

人類の未来にとって重大な意味を持っている90年

代も、残すところ後わずかだが、計画的に選択する

ことになるのか、あるいは何もしない結果として、

そうなるのかは別としても、この90年代に残され厄

数年における私jEちの行動が、未来の人□を決定す

ること|こなろう。現代のカップルは、親世代に比べ

少人数の家族を望んでいる。もし彼らが子供の数を

選択できるようになればぃ世界人□の増加は、減速

するであろう。。女性が途上国の家庭用食料生産の主な担い手

地球の人口扶養力に関する議論のなかで、途上国では

家庭で消費する食料の大半を生産しているのは女性であ

るという、食料供給の重要な側而が見失われている場合

が多い。その大部分は、「インフォーマルセクター」で

の生産であるため、各''１の食料/|鼻産統,il-に命まれない。

これらの食物の多くは、イｌｊ年小さくなり、分ｉ１Ｉされバラ

バラに散在している出場や家庭の裂庭、あるいは町｢'１の

放棄された空き地で枚培されている。人､１２のlIilは、女性

農民のための奨励策をとっていない。股業投資や技術援

助に関する政策は、その受益者が男性であることを想定

しており、土地の所有や'11統の慣ｊｉＷもｿ)ﾔ|:にｌＩ１Ｉｉったもの

となっている。lil時に、女性はその役11111として広く認め

られた出産・育児などの役割においてすら、ほとんど支

援を受けていない。女性のリプログクテイブ*･ライツと

りプロダクティブ･ヘルスに対する支援のｲj無が、今後

の世界人口の増加とその規模を決定することになるだろ

う。

また、食料増産の努力の'１』心に女性を据えない限り、

現在および将来の世界の食料諦要を満たす極めて軍要な

機会を失うことになるだろう。

1996年年央の．世界人|=1は58億人に上り、年間およ

そ8700万人の割合で増加している。この増加の90％

以上が1)M発途上国で起きている。全体の増加率は緩

やかになっているものの、サハラ以南のアフリカお

よび南アジア地域の人１１は、,依然年３％の割合で1(Ｉ

大し統けており､－１１１代で人１１が倍増する勢いであ

る。

Ⅱ1外人'１が１０億人から201MK人に達するのに128年

かかったが、その後、３０億人までは33年、４０億人ま

では14年、史に50億人までは13年しかかかっていな

い。６０億人の大台を突破するのは、そのわずか11年

後、1998年と見込まれる。

アジアの人|｜は35億人、アフリカは７．億5000万人

弱、ラテンアメリカ・カリブ海諸国はおよそ５億人

である。これに対して、ヨーロッパの人口は７．億

2700万人、北アメリカは２億9500万人である。世界

人口の４分の３が発展途上国に集中している。

国連の人口推計によれば、２０年後-2015年の世界

人に1は、低位推計で71億人、荷位推計で80億人弱の

範|ﾙ1であると見られる。このわずか－世代の間に生

じる約８～９億人の|)Mきは、アフリカ大陸の現在の

総人Ⅲ｣にほぼ相当する。

更に長期的にjiLれば、その差はもっと拡大する。

国連鵬'一によれば2050年における人口の低位推計ＩｌＩｌｌ

は80億人弱、高位'１１:計ＩｉｌｌＩではおよそ120億人であ

る。この２つの推`汁Ｉ１１ｌ〔の鱸は、1975年の世界総人１１

に|;|]当する。

、リブロダクティプ（Rcproductivc）

木IIfでは「リブロダクティプ」を「再生産にUUわる」もしくは「人口

再生産」と翻訳する。

用語の検討についてはAMII1俊人瀞『国巡人[]会議20年のIML跡一ブダペス

トからカイロヘー』ＡＰＤＡリソース･シリーズ１，ｐ２２を参照のこと。

ＵＮＦＰＡ、『ThoSLaLeofWorldPopulaLionl996（世

界人口白１１ド1996年)』（ＵＮＦＰＡ、ニューヨーク、１９９６

年）Ｐｌおよびｐ､70～

１



食料不足に苦しむ低所得諸国、1995年
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２．限界点を押し戻せるか？

国連食樋股業機|剣（FAO）は、８５億人の食料を賄

うには、2025年までに世界の食料供給Ｉｌｔを倍増しなけ

ればならないだろうと、主張している。多くの馴Ⅱ]家

は、この食料供給ｉｉｉの倍増は１J能だと考えている。成

長の早い耐寒性品種が開発されているし、害虫や雑草

の管理も進歩しており、また、肥料の有効jlilj11Iや代替

的方法の実川化も進んでいる（|＃|み記jjl:'１）、という

のが彼らの.Ｍｉである。

品種改良家らは、中南米のインカ帝国やアステカ王

国の人々がかつて栽培していたアマランスやキノアな

ど、世界の「忘れ去られた食物」を再発見している。

どちらも、ビタミンとミネラルが盟富な川途の多い耐

寒性の穀物である。ＦＡＯは、この他にも500繩礎、

忘れ去られた食物があり、栽培を待っているのではな

いかと推定している。

また、ある専門家は、この10年間に淡水および海水

における養殖ﾘﾄﾞ紫が達成した格段の進歩を指摘してい

る。魚介頬の養殖は今やビッグ・ビジネスである。

1993年における'11界の魚介類養殖は1600刀トンに達

し、今後もその成長が見込まれる。

しかし、批､'1Ｉ的に判断する人々は、そのような楽観

論に疑問を投げかけている。ＦＡＯの統計は、上壊の

塩害の拡大、illi水1{;から早魅および表土流'11など様々

な環境の破壊により、土地がその生産性を失っていく

ことを示している。都市化と工業化の進展にともない

水の需要がますます増大しており、多くの農業地帯で

淡水が今後とも利11]できるかどうかが寵要な問題とな

りつつある。世界の貧困層のおよそ半数は、腱村地域

のなかでも班鞠のliiiから見て脆弱な地域に＃'十代してい

る。

腿排地の2.5倍あり、世界の食料の３分の１を生

産している。この地域の半分において、現在、､化

壌の湛水と塩祥が進んでいる。また、貧しい脳

に、瀧概による食料生産の拡大を|判る経済的余裕
はないであろう。

●［'1界はすでに、漁狸'１ｔの上限に達してしまったの

かもしれない。1995年のＦＡＯの報告によれば、

世界の魚介類資源の70％近くが、すでにほぼ完全

に利１１]し尽くされ、過度に漁狸され、枯渇してい

る。、復しつつある資源もあるがそれは、わずか

なものに止まっている。ＦＡＯが定義する15の]；

漢|i((１場のうち、２カ所を除いてﾙﾋ雄,1:iiは1989年を

ピークに減少している。

●鍵殖ｵﾄﾞ業は、'膜軍に管理・維持しない限り、水｢'１

の赦索を激減させる藻類の繁殖を引き起こし、沿

岸の海洋を著しく劣化させる危険性がある。ま

た、特に増大し続けるM｢;要を考えると、養殖漁堆

は、予測される海洋からの漁独間の減少を補うに

果たして十分なのだろうか。

●淡水の供給も、ますます逼迫する兆候を示してい

る。PopulationAcLionlnL0mationalによれ
ば、2025年までに、人口30億人を擁する48カ国が

水不足に直耐するという。例えば、中国の（雨水

や河川水などの）再生可能な水資源は、現在の人

１１１２億人の半数しか維持できない。不足分を補う

ために、’:}'１ｺ《1は地下水を過剰に利１１]すると共に、

地表水を浄化してＷ利１１]しなければならない。

●アメリカ合衆国とメキシコを合わせたより広い地

域が－その大半は乾燥した熱帯地域にあり－

中程度から而度の土壊侵食に苦しんでいる。この

環境破壊の55％以上は、水による浸食であり、３３

％が風による侵食である。

●Ｍ１界は、主食の選択の幅も限られてきている。１

ノブ年に及ぶ定椅型の農耕の歴史を経て、５万種以

上の食用植物を発見しながらも、現在、重要な食

料となりうるものは、わずか数百種でしかない。

世界の食料エネルギー摂取111の90％を供給してい

るのは、このうちの15iili足らずである。その仁|言'で

も特に３種類の穀物、米・トウモロコシ・小麦

が、４０億人の人々の主食となっている。ＦＡＯ

は、２０世紀初頭以来、腱業生腫物が持っていた辿

伝的多;様性のおよそ４分の３が失われたと推定し

ている。世界は（収益性や食味の良い品種の農騰

物のみを栽培するようになり）その結果、ごくわ

ずかな品種に依存するようになってきている。こ

の、急速に消え行く迫､伝子プールに対処しなけれ

ばならない。植物迫,伝学者は、辿伝的多様性が減

少した結果、現在の科学もｸiⅡらない新しい病原11＃ｉ

が、とうもろこしや小麦や米の栽培品種を一気に

枯らし、一部の発展途上国に深刻な食料不足をも

たらす可能性を懸念している。

●現在、土城流111やその他の理１１]による土城劣化に

より、地球上から、年l1j]にして、およそ500～700

万ヘクタールの貴電な農地が砥われている。更

に、土城股食はますます進んでいると考えられ、

およそ250億立方メートルの表土が毎年失われて

いる。その大半は、･侵食と不適切な土地活川が原

因である。１１１界において、土壌侵食により10億人
近い人々の生活が危険にさらされている。

●世界では、およそ２億4000ヘクタールの鰹耕地が

潅概されているが、農業経済学者がｋ張するほ

ど、拡大の余地はないようである。Ｉｌ１界の膜排地
の17％に当たる潅概された農地の生態〃は、天水

６



増大する人□により多くの食料を－

しかしすべての人々に、そして永遠|こ、というわけ|こはいかない

し、貧困者、栄養不良が増えていることも事実である。

一部のこの問題に関心を持って観察している人々の間に

は、これまでの生産増大と食料,1ｉｌ１ｒＩｌＭｆの低下の循環は終

わったのではないかとの懸念があり、人１１の増大と消iHi

の増大、ならびに環境破壊により、Ｉ|堺は絶対的食料不

足に向かっていると、警鐘を11|;らしている。このような

議論に対し、楽観主義者は、人間のnll蔵とたゆまぬ技術

進歩があれば、食料を生み'１}す地球の能力は本来無限で

あると、応戦している。

地球の限られた土地と水資源が、果たしてどれほどの

人1-1を支えることができるか。少なくとも、人1-1の聡加

が岐終的に食料供給をｌ２ｌｉｉ１り、社会の崩壊を1,1めるであ

ろうとトーマス・マルサスが断言して以来、このＩ１Ｉ１腿に

ついて激論が交わされてきた。マルサスのIIM論は、７１$lＭ１

的な農業技術の進歩によって追い抜かれ、食料とk産が人

口の増加を上回った。Ｗ１１慨、殺虫剤、除草剤、化学肥料

の進歩、ならびにjut伝的に優秀で、病気に強く、収椣iIt

も多い穀類の導入、そして農業技術の改良により、腱地

lliilili当たりの食料収枇,1.1iと生産性が増大した。漁船の人

J1i1化と効率化にともない１Ｍ((狸ifijも増えた。まﾌﾟﾋjljSlillIiによ

り、沿岸の海産物のJj2産商も増大した。1960ｲｌｆから1991

年までに、世界の食料生産は人口増加を追い抜いた。世

界人口は、1960年代の31億人から1995年には57億人に増

加したが、同じ期間に１人当たりの食料生産は、11-1

2300カロリーから2700カロリーへと増大した。

しかし食料総Ll2箙,ﾋﾞｶﾞが増えたからといって、必ずしも

貧困屑への食料の供給がjW1えたわけではない。人Ｗ|ﾐ庫

と近`代技術によって、食料品の価格は低下した。１１１批者

にとっての安価な食料は、生産者にとっての低価桁を意

味する。しかしながら、樹所得諸国においては、複雑に

入り組んだ価格維持制度があり、そうはならない。その

結果、高所得国における腱業生産は、「生産過剰望とい

う固有の問題を産み'１'すことになる。他方、低所得国に

おいては、農業の近代化には（肥料や鰹薬などの）近代

的な農業役人物が必要であり、小規模の股家では、とり

わけ価格が下落している||剛]に、とてもその経済的余裕

はない。ＦＡＯは、食料を|当1袷することもまた、必要ｌＩｉ

を輸入もできない「食料不足」の国88力'11を認定した

（地図を参照)。

これらに対し、地球規模的な食料M;給に関する長期的

考察よりも、ⅢI々の男女が持っている1ＭＨのニーズと将

来の能力をより聴視する第三の視点がある。小規模食料

生産者、そして世界の貧困層の多くは女性である。女性

が教育、ヘルス・ケアはもちろん、触盗、市場、技術的

助言を利用できるようになれば、世界の般貧層への食料

供給を改｛iiiすると同時に、彼らの盆|,klからの脱出を手助

けできるのではないだろうか。１'1際人|」I)M発会議および

それに続く数々の同際会議は、人１１剛'1を抑制し、最終

的に安定をlx1るための最も有望な力法は、女性に意思決

定権を!jえることである、と付言している。

この111}子では、女性のニーズに応え、その潜在能力を

解き放つことに十分な注意を払うことは、単にそれI量１体

が望ましい、と言うだけではなく、２１世紀において食料

供給を111人し、人'1増加の抑iIillをllXlり、持続可能な開発

を促進する１２で貢献するものであることを主張する。

Ｌ」

Ｉ

■総食料生産高が増えたからといって、必ずしも貧

困層への食料の厚供給が増えたわけではない

戸

結果として、腱民は土地を追われ、一部の国において

は、農村地域の人|~|は増えているにもかかわらず、日給

農業用の土地は削り取られている。アジアやアフリカの

多数の貧しい国においては、新技術は食料生瀧の噌産に

ほとんど影響を与えない。その結果、198Ｍ１;代の人口増

！Ⅱ|は、食料生産の1剛１１を追い抜いた。|司川iに、､小さな漁
村はその生活の手段を、商業ベースの漁業に脅かされて

いる。

今日、多くの人の食料蛎情はかつてなく良い。しか ７－垣

b巴
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食料安全保障に関する議論における主要な論点 戦Ⅱ|冊をとる場合には、’1＃;要ｌだけではなく「必要ｌを

解決しなければならないし、「人1-1」を考慮に入れるこ

とが不可欠である。１．世界の人口増加の安定化を図ると同時に食料の供給

と入手の可能性を増大するためには、総合的な対策が

必要である

ライフスタイル、収入、社会（構造）組織が、個人の

食料需給の水準を決定する要素である。総需要はこの要

糸と人１１規模のかけ算（乗数）で決まる。そこで、使用

される技術、人間の活動による環境破壊あるいは蝿境保

全の程度、および消蛮水準に関連した廃棄物のjiiが、生

箙可能な「:M:」を決定する。また、生産力はある地域が

岐人で、Ｍ;要は他の地域が岐大である場合、Ｍ;給の不均

衡が要素として加わる。貧困は（この生産から消ZHまで

の連関の''１では）鼓後の要架で、貧困であれば食料生産

の増大を図るためのよりよい技術があったとしてもそれ

を利用することができないし、食料供給があってもｉ１１ｊ費

者の手には届かないことになる。

Ｓ、栄養不良の主な原因は貧困である

慢性的貧悶は慢性的栄養不良を引き起こす。この20年

間に飢えに苦しむ人々の割合は減ったものの、その数

は、人L1の噌人に伴い、蝋え続けている。最も深刻な飢

餓に苦しむ人の多くは、女性と子供である。世界の慢性

的栄養不良の大半は、アフリカと南アジアの餓貧国に見

られる。しかし、東アジアの「虎」と言われる経済的に

111}かになったiilfllilにおいてすら、飢餓のlil題は解決され

ていない。

４．これらの問題のいずれをとっても、女性に対する生

産とリプロダクテイブ（人口再生産）の両面への強力

な支援なくして、進展は見られないだろう

女性はほとんどの社会において極めて多様な役割を果

たしているにもかかわらず、女|ｿ|iの地位は、に変」と

「け親」の役11;'１としてしか認められていない場合が多

く、しかも、これらの役割においてさえ、女性への支援

はわずかなものでしかない。まず、岐初の第１歩として

女|ﾉﾋのリプロダクテイブ・ライツが認められなければな

らない。生活のあらゆる領域において選択を行う唯盤と

して、すべての1111面において女性にリプロダクテイブ・

ヘルス・ケアが提供されることが必要である。食料化産

行・供給群として、女|ｿＩｉは、ソナ性と対等の教育.!；||練、

エクステンション・サービス（農業技術の指導)、技

術、融資の利11]と土地の所イル相続.樅の確保を必要とし

ている。これを達成するためには、女'''１１:は男性の全lili的

な支援が必要である。男性は、親としての責任、また家

庭における｣f征を受け入れ、彼らのコミュニティにおけ

る女性のより広い役割を認めなければならない。女性に

公､「と平等を係Ｉｉｌ１ﾐすることこそ、食料の安全保lnIfをＩＭｉ保

する鍵のひとつである。

■人口増加を抑制し、最終的に安定を図るための最

も有望な方法は、女性に意思決定権を与えること

である

人１１は常にこの方;li11L式の一部（係数）である。Ｉｌｌｌ人の

M;要水準、技術水準、環境の影響あるいは浪jHi、貧困水

噸あるいは不均衡のレベルがそれぞれどのようなもので

あれ、人11が多ければ多いほど、総慌喫は大きくなる。

巳地球レベルでは、十分な食料供給があるにもかかわ

らず、食料の生産も決して公平ではない

’'1界各lIR1の食料の生瀧能ﾉJには人きな;格差がある。一

部の国では多人な過剰が/１１じ、他のl'(1では多大な不足が

あるにもかかわらず、’１７場の持つ調擢ﾉﾉはこれまでのと

ころ、世界の食料需要に対応することができないでい

る。食料不足に悩む,ilflI1で、女性がその多くを,Liめる貧

しい自給｢1足腱業の従！;肴は、見過ごされたり、ないが

しろにされることが多い。家庭においても、女性と女児

は男`性と男児ほど栄従のある食料を摂ることができな

い。鼓も弱く似つきやすい人々への食料供給の機会を拡

大しない限り、長期的な'11界食料安全保障実現への)A通

しはまったくたたない。

「椅要」と「必要」は|['一ではない。プことえ深刻な栄

従不良が見られても、盆附なるが,'ｉｆに￣必要」が'１j場の

猯要」としてみなされず、食料をI]総自足していると

みなされる|':|もある。食料の充足をfl指す首尾一Ⅲした

Ｓ・開発のすべての領域における意思決定に女性を十分

に組み入れなければならない

カイロ行動Ｉｉｌ･llI1iや北京蔵!;・をはじめとする国際会議に

おいて明Will{にされたロ標を強化し、女性が、単なる受益

街ではなく、|)M苑に参lI1Iiするパートナーとなるべきであ

る。意思決定樅を女性に'７．える女|ﾉ'２のエンパワーメン卜

を、２１世紀における開発政策の目標のひとつに据えるべ

きである。

■
■
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食料生産者としての女'１生

てもわずかであり、教育もほとんどない未婚の母であ

る。女性が世帯主となっている家庭の地域別の平均値

は、ラテン・アメリカは21％、サハラ以南アフリカは２２

％、東南アジア・オセアニアは１８％である。西アフリカ

の一部地域においては、女性をⅢ,lll;主とする家庭は全体

の60％に及んでいるが、ただし、そのほとんどは正式に

結婚している。ほとんどの発展途上地域で女性を世帯主

とする世帯の馴合が増加しているようである。

男性の世帯主が少ないからといって、それが家族の栄

養摂取の不足をもたらしているわけではない。女性を世

帯主とする''1帯の岐近の調査によれば、とりわけ５歳以

下の子供を中心に、家庭内の食斗;が符し〈改善している

ことが明らかとなっている。ルワンダにおいては、１日

の１人あたりの摂取.１，tは、女性を世帯主とする世帯の方

が男性を世帯主とする世帯よりも377カロリー多く、ガ

ンビアでは、平均摂取1,tより322カロリー多い。またケ

ニアでは、就学前児童の下痢の発病率は、男性を世帯主

とする家庭より女lzl:をIlkIM;主とする家庭の方が著しく低

い。

このような状況は、女性の刀が食趾に投じる世帯所得

の割合が,１Jい傾向にあることが要１大Ｉのひとつに挙げられ

る。ネパールの腿村地域の278世帯を詳細に調査したと

ころ、自給/lZ産とllJ場向け生産の両方を計算に入れる

と、現金収人に関する限り女性はｿ)性の３分の２でしか

ないが、１カノlの家計に対する貢献は男性よりも15％多

い。

一般に、男性は、穀物を売ったお金や賃金の中から相

当な額を、たばこや酒、あるいは余暇など比較的ぜいた

くなことに費やしている。･他方、女性は収入の中の大き

な割合を栄養改善に投じており、さらに、･健康管理や教

育のために資金を取り分けているようである。

人１１移ilillのプラスのｉ１Ｉｉは、労働者が賃金の一部を家に

送金する１１１:例が多いことである。例えば、急速な発展を

遂げる｢''1K|沿岸部の省に'１}稼ぎに来ている労働者からの

送金は、Iﾉﾘ'''１２部の農村地域の活性化に役立っている。［|:１

国の'二Ｉ｡でも鹸も人L1が多く貧しいI)M川省からの移住労働

者は、１年'1Mで300億元（36億ドル）を故郷に送金し

た。このような資金の流入は、腿村の家族に新たな機会

をもたらしている。農場の11t話を(Ｆされた女`性は、･借金

を返済し、よりすぐれた器具や肥料、改良された種を購

入することができ～保有地を拡人することができる。し

かし、女性の移住労働者の方が男性よりも家への送金額

が多いことも注目すべき点である。

資源エコノミストや開発の専門家は、発展途上諸国に

おいて女性が食料.生産と流通に果たす多大な貢献を認識

し、定量化し始めている。発展途上国の数iそ｢万の女性と

女児にとって、人生は働くことにほかならない。腿時間

,M11を耕し、家畜の111:i;iJiをし、野菜を育て、料ＩＩｌｌをし、育

児をし、家計を守る。ＩＩＭｉして、女性の労liM111洲lはりj性よ

り長い。

アジアやアフリカにおける女性の週労働時１１１１は男１２ｔよ

り平均13時間以上長い。ウガンダの女性は、ｿ}'v|；の週労

働時間23時間に対し、５０時１１Mと２倍強である。フィリピ

ンの労働時間は男性`１１'１洲]、女性66時間、インドネシア

は男性61時間、女性78時間である。

ｑ概して女性の労働時間は男性より長い

男性は、現金収入のために腱作物を生産し、あるいは

労働者として雇われている。家庭や地元で消費する食料

を生産するための|｣1のような｛Ｍ｢は、女性にｌＩＩ１し付けら

れている。サハラ以南アフリカにおいては、このような

食料の80％から90％は、女性が生産し、販売している。

アジアは50～60％、カリブ海諸国は46％、ラテン・アメ

リカは30％強である。更に、熱帯のアフリカ、アジア、

太平洋地域で熟練した地元漁師が漣ろ魚介頬の80％は、

女性と子供がきれいに洗い、乾燥し、煎製にし、IIi場に

'１北ている。貧しい家庭では、家族の栄掛iIi給は主とし

て女性の責務である。

このような仕事の大半は、国民所得には入れられてい

ないが、しかし、女性労働なくしてはほとんどの社会は

崩壊するであろう。ｌ:111際労働機関（ＩＬＯ）の推計によれ

ば、家庭内あるいは家庭周辺の女'性の仕4『をお金に換算

すれば、その世界経済への貢献の総額は、年'１１Ｍ兆ドル

をくだらない。

女性の仕事はますます困雌になってきている。家庭用

の耕作地は狭くなる一〃で、それと並行して大川l棋な耕

作地はますます拡大している。低い農礁物IilliMfは小規模

な自給農家を困窮に追い込み、小規模農家を'’1分の土地

から撤退せざるを得なくさせている。

この小規模胤給農家の困窮は、人１１移動をljlき』起こし

ている。すなわち、ソ)性が農村地域から都市やllllに集|世｜

移動し、そこで賃仕RIj:を探す。この移動の一部は、播種

（種まき）と収種時には男性が戻ってくるという季節的

なものであるが、この移動の結果、女'性はこれまで以上

に１年の大半を農家の蛎実｣二の家長として過ごす。

カリブ海諸国では、平均して、全世帯数の35％は女`性

が世帯主となっている。その多くは、たとえ技能があっ
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アフリカにおいて、人L1の増加に見合った食料生産の

増大をlxlることができなかったのは、サハラ以南のアフ

リカ女性のニーズに留意しなかったことが￣因である。

アフリカにおいては、家庭で消費する食料の80～90％を

女性が生産し、農業労働力の60％をiliめているにもかか

わらず、膿業に供与される信用貸付（金|IMI）のうち女''1|；

への貸付はその１％にも満たない。

女性の労働は、世界の労働力の60％をiljめているにも

かかわらず、女lLkの所得は|比界の所御の１０分の１，所「ｊ

する’二地は'1t界の｜他の１％にも達してない。

図新しい技術が導入された場合、男性が創出された

雇用を独占してしまう

食料生産者としての女性は、３つの点で不利な立場に

ある。第一は、多くの途上国では、女性は、現実の問題

として、財産の相続・所有を禁じられている。肉親に男

性がいなくても、多くの場合、その土地は男性の親族に

波るのが慣習である。第二に、女性の農民は－典して'條

視されるため、その活動も社会的に無視され、「貧困の

女性化」を引き起こす一因となっている。この背殿のひ

とつには、「仕事の男性化｣、すなわち新しい技術が導入

されると、そこで、創出されたhj:川は男'性が独｢↓iしてし

まう、ということがある。国際腿業|)M発基金（ＩＦＡＤ）

が行った調査研究によれば、この20年''１に絶対的盆|氷Iの

状態にある農村地域の女性の数は、３億7000万人から５０

％蝋大して、およそ５億6500万人になった。この１１じ期

間に、絶対的貧困の状態にある農村地域の男性数は、３０

％の哨加にとどまっている。第三に、女性を世;|M:１２とす

る|州;数がかってなく多くなり、ますます狭い|地で、

あるいは狭い都会のスラムで生活ｌＩＩｆに'１M}ぐ時代にあっ

て、女性が新しい経済的チャンスを利用できる可能性は

ほとんどない。
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食事の改善、食料安全保障、リブ□ダクテイブ・ﾍルス

人々が必要とする食物からの摂取カロリー量は常に一

定というわけではない。世界保健機関（ＷｌｌＯ）は、成

人男女が生産的生活を送るためには１日平均最,低2200カ

ロリーが必要であると算出している。しかし妊婦は少な

くとも2500カロリー必要であるし、北極地方の極寒に藤

らすイヌイットには１日3000カロリーが必要である。他

方、熱帯地力の人々は、その仕事の種徹にもよるが、１

日2000カロリー足らずでｲ１Jとかやっていける。一般に、

１｝12100カロリー以下の人は、栄養摂取A1が足りないと

考えられる。途上国の出産適齢期にある女性のうち111

2200カロリー以ＩＺを摂取している者は、’11年齢の20～４０

％足らずでしかない。

■途上国の妊婦の半数は、鉄欠乏である

多くの女'１kにとって、栄養不足は幼年期から始まり、

生涯にわたり影粋する。子供の時に慢性的に不適切な食

4i:しかとれなかった（囲み,;し１１)|:３）女児は成人して栄獲

不良となり、貧|[11やたんぱく質エネルギー欠乏に悩む。

また、多くの場合、身体的成長も阻害され、出産もI水1難

で危険なものとなる。健康状態が悪い女性は、妊娠・IⅡ

産に際し合併症を引き起こす危険'性が11.1iい゜

途｣三国の妊婦の半数は、鉄欠乏症で、これは無計l1iliで

頻繁な妊娠により更に悪化する。中央アジアのカラカル

パクスタンでは、女性の90％が慢性貧血である。途上liil

のW[巌婦の死亡数は年間60万人と推定されているが、そ

の40％が重度の貧血が原因である。栄養不良の妊婦には

低体重児が生まれる確率も商〈～健康状態が悪く、病気

の感染の危険性も商い。ＦＡＯの報告によれば、この２０

年||{]に、途上国では食事で摂取される鉄分'1tは実際減少

しているという。鉄の摂取:'１tが鮫も激減したのは、食料

の増産を目指すグリーン・レボリューション（緑の繭

命）が定着し、カロリーの平均摂取鉱が懲増した南アジ

アおよび東南アジアである。

母親は乳児に雌も完全で完壁な食事を与えることがで

きる。Ｈ乳には乳児に必要なすべてのビタミンとミネラ

ルが含まれており、母乳に勝るものはない。いかなる食

物であるとしても－種類でこれらすべてを満たすことが

できるものはない。'慢性の栄養不良にある女,性は、多く

の場合～母乳育児を行うことができず、親子共々苦しむ

ことになる。食料生産者であり提供者であるこれらの女

性は、二重に不利な立場にある。

食事が十分にとれない理１１１は、単に栄養のある食べ物

が不足していることだけでなく、人々の態度や`償洲が大

きく作用している。もっと手を尽くして、各家庭や．

ミュニティに、食!｝「を栄養豊かなものにし、手に入る食

料をいかに活用するかについての教育を施すことが必要

である。教育を行うことで、とりわけ、例えば妊娠中や

授乳期など、女性や子供たちが雌も栄養を必要としてい

る'1洲に、優れた栄養源を奪っている習IiHを避けること

ができるようになるだろう。必要十分な栄養をとるとい

うことはリプロダクテイブ・ヘルスを実現する上でも不

可欠なことである。

また、産前産後の女性に対する更なるサポートも可能

であろう。妊娠と出産は、￥↑たり前のこととしておろそ

かにされる場合が余りにも多い。妊娠と111藤に関連する

多くの困難や危険は、女性がその対処方法を知り、夫や

コミュニティのサポートがあれば、それを回避すること
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はたやすい。蛾も誰からも災論が挟まれず、１ﾘ]らかに効

果のある方法は、自分の弧む時jUlに妊川(するための〃法

とｉＩ１ｊ報を女性が知ることである。リプロダクテイブ・ヘ

ルスの改善は栄養状態のlil1上をも推し進める。

人口の増加に伴い各国が食料供給の|川題に取り組んで

いる現在、計lIl1iを立てている１:１１､Ⅱ:片と政策立案にljUわっ

ている者は、女`性が持つ食料生産省としての重要な役割

と家族とコミュニティの他Aliと栄養状態に対する女性の

貢献を十分に認識しなければならない。開発プログラム

は、人'｡政策と腿案政策の,１Ｍ終をこれまで以上に促進す

るべきである。女性の持つ、生産（プロダクティブ）お

よび再生産＝生殖（リプログクテイブ）の両方の役馴を

支援することにより、改善が肢も必要とされているレベ

ル、すなわち家族とコミュニティにおけるリプロダク

テイブ・ヘルスと栄養状態の両方を改諜することができ

るであろう。

３．栄養素とそれらを含む物

炭水化物：炭水化物は、基本的エネルギー源であ

る。jli糠から複雑なでんぷんまで、その複雑さは多

岐にわたる。糖分は、はちみつなどの甘い食べ物や

ミルク、果物などに含まれている。でんぷんの多い

主な食品は、穀頬、根菜類、（インゲン豆、エンド

ウ豆、こう豆などの）遡類、バナナなどの果物であ

る。

食物油脂：食物油脂は、既爾なエネルギー源であ

り、生存に不可欠な脂肪酸を供給する。これらは動

物からでも植物からでも摂取できる。動物性ｉ１ｌ１脂

は、脂肪を多く含んだ肉、アヒルやガチョウなどの

家禽、バター、ギー、脂っこい魚などである。'111i物

性7111脂は、（ひまわり、紅花、ごまなどの）iM11IIli種

子、ナッツ類、（ピーナッツや大豆などの）マメ科

の植物である。

たん白廓：アミノ酸が長く鎖状につながったた

ん白虹」は、身体を|;川成するJtL本物質であり、身体

の成長、活動、回復を行う上で必要な物画である。

身体は数多くのアミノ酸を生成することができる

が、必須アミノ酸と呼ばれるものは、食物から摂取

しなければならない。特種食物が含御しているが、

そのＩｌｔはさまざまである。動物性たんぱく質が1ﾐた

る栄養源となるが、各種植物性たんぱく質を摂取に

よっても身体の必要をiililiたすことができる。たん|:］

質が盟樹な食品は、肉、魚、乳製,W,、豆類、ナッツ

類、殺類である。

ビタミン：ビタミンは、身体内で行われている化

学的プロセス、およびＬＩ：体iiill縦の健康と統合|ﾉ|畠の維

持に必要不可欠なものである。一般にビタミンは少

量で充足されるが、その多くは体|ﾉﾂﾞに貯iNiすること

ができないため、定期的に摂取しなければならな

い。ビタミンＡは、特にレバー、たまご、ミルクな

ど、動物性食品にのみ存在するが、にんじん、マン

ゴー、パパイヤなどの多くの野菜や果物も、体内で

ビタミンＡに変わるカロチンを含んでいる。ビタミ

ンＣは、染物や野菜に豊寓に含まれており、ビタミ

ンＢ群（後合体）は、穀類、マメ科の野菜、畜肉、

家禽の肉、乳製品に含まれている。

ミネラルＩミネラルも、'け、歯などのjIill織（カル

シウム)、エネルギー転換などのプロセス（鉄)、身

体および111Mの機能（ヨウ索）に不可欠である。カル

シウムなどのミネラルは大lltに必要であるが、鉄な

ど他のミネラルは少:戯摂取すれば'一分である。カル

シウムを磯富に含む食品は、エンドウ豆やインゲン

豆など豆類、ミルク、肉、チーズなどである。鉄分

は、肉、魚介ﾘｴi、緑のｉＭｌい菜物野菜類、ナッツ頬に

含まれている。

出典；トニー・ロフタス、『I:ducatiorl.，DimensionsofN“ｄ

－ＡｎＡｔｌｎｓｏｒ]ＦｏｏｄａｎｄＡ宮ricultUrc（ＦＡＯ、ロー

マ、１９９５ｲﾄﾞ)，ｐ､13。

￣■鰍鞠坤碩抄
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都市の緑化：都会の庭から食料を

急速な都市の成長は、飲料水、衛生、手頃な住宅、道

路、交通機関、学校、病院など、都市の基本的サービス

をますます危機的状況に追いやっている。那市のインフ

ラストラクチャーが人口&勅１１に追いつかないのである。

例えば、1990年から2020年までの間に、アフリカでは、

今でさえ過密な祁市人口が更に５億人増加する見込みで

ある。これに対し、北アメリカおよびヨーロッパでは1ilij

方を合わせても、1960年から1990年までの都市人口の贈

加は２億人以下にとどまった。

人1-1増加はまた、都市農業という新しい現象を；|き起

こしている。この20年間、都１１J農業は、余暇活動から、

数in↑ﾉﾌﾞ人の都会の住民が参１１１１iする重要なﾉﾘ7得創出のため

の活動へと変容した。都市や町では、}１１舎と同様、女性

が、家族が消饗する食料の多くを栽培している。

圃貧困者は可処分所得の90％を食料と燃料に費やし

ている

＃IjIIj農業に従'1|:する人の数については、’'三確な統ｒｉＩは

ないが、国連開発計画（ＵＮＤＰ）によれば、数,億人に

上ると思われる。都市農業に従事する人々は途上諸国、

先進諸国を問わず、世界にＩ:'で見られるが、食料安全保障

の確保という点から都市農業が蚊大の貢llikを果たしてい

るのは、貧しい途上国においてである。貧しい開発途１２

１K|の貧困者は可処分所得の90％を食料と燃料のために２１（

やしている。

祁市農業は、200平方メートルの狭い｜:地でどうにか

生計を立てている小規模な農災から20平方メートルの庭

で家族のために作物を作っている人まで、その形態と＃１１

模は様々である。祁巾農民は、小さなタンクや池、下水

処理用の貯水池、入り江などで魚介類や水生植物を育

て、１１１Jの空き地、公共の建物や空港の周|ﾙ|などで野菜や

果物を栽培し、ハ;根やテラス、パティオ、階段室で｣を

使わない水耕紋jllfによって野菜を育て（１）Ⅱみ記事４）、

部ＩＩＪ区画の中１１|]地や道路や線路沿いに燃料用の木や果物

を級塒している。

ママ
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以下の実例について考えてみよう。

●ダルエスサラームでは、市内に住む大人の５人に１

人が農民である。

⑪カイロは、市内に８万匹の動物がおり、大半は女性

と子供が世話をしていると報告している。

●バンコクの都市周辺の60％以上が野菜栽培に使用さ

れており、女'性と子供がその主たる生産者である。

ＩＤパプア・ニューギニアのポートモレスビーでは、市

内の野菜栽培者の70％近くが女性である。

４土のない農業一

コロンビア、ボゴタの事例

ボゴタ市内で最も貧しいスラムのひとつである

ジェルサレムでは、およそ100人の貧しい女性が水

耕栽培で野菜を育てている。水耕栽培は土が不要

で、また場所も余りとらない。植物は小さな容器に

入れられ、特殊な栄養液をそれぞれの植物にたらし

て育てる。

ジェルサレム水耕栽培協同組合では、ボゴタの

スーパーマーケット・チェーンと契約を結び、この

ような方法で30種類もの野菜を栽培している。女性

は、階段の吹き抜け、バルコニー、屋上、裏庭な

ど、ありとあらゆる場所を見つけて野菜を育てるト

レーを置いている。

協同組合は大成功を収め、夫が未熟練労働者であ

る場合、女性は今や夫の３倍の収入を得ている。

スーパーマーケット・チェーンから支給される稲を

除いて、必要な資源はすべて自分たちで生産してい

る。

都市地域における低所得者の水耕栽培には３つの

|ﾘ]らかな利点がある。第一は、栽塒には土を使わ

ず、肥料は水性の栄養液を'慎重に使うため、事実上

汚染物質の心配がない。第二に、土地を使わず、小

さな容器で栽培するため、場所を選ばない。第三

に、都会の市場に近いところで栽培されるため、輸

送上の損傷もほとんどj１１鳴く、消費者により新鮮な作

物を供給できる。

出典：『ＵＮＤ１Ｄ，UrbaTlAKFriculture-Foods，ＪｏｂｓａｎｄＳル

stainnbleCities（ＵＮＤＰ、都市股業一食料、）ｌｌｉ１Ｕお

よび持続可能な都市)』（ＵＮＤＰ、ニューヨーク)、ppJ19

-120。

香港では、市民が淵Yける鶏肉や家|鵬の肉など家禽の

肉の３分の２，豚肉の６分の１，野菜の半分近くが市内

で生産されている。シンガポールには、認可を受けた１

万人の農民がおり、国内で消費する野菜の４分の１を生

箙している。ニューヨーク市では、グリーン・サムと呼

ばれる機関を通じて、1000以上の空き地が野菜栽培川に

地域団体に提供されている。ベルリンでは、８万以上の

コミュニティの園芸愛好家が園芸用に'又画された狭い用

地で栽培を行っている。

都会の菜Milで生産される食料は、主として商業用およ

び輸出用の農作物を対象とする公式の農業統計には入れ

られていない。しかし現実には、女性を１－１｣心に、数１節万

人もの人が、公認されることも、支援を得ることもな

く、都会で食料.を生産してきた。

蕊1Ａｌ「！Ⅱ
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土地の管理者としての女性

から、女性らは、’1]内の農場の40％に相当する36万以上

の小規模な農場を段々畑にした。女性によって運営され

ている農村の集団が、銀行から融盗を受け、また自分た

ち同ｲjのニーズと関心に適合した農業技術指導を受けて

いる。

信１１]供与、品質の良い種子、農具を利用できるように

なり、そして助言が彼女たちにも与えられるに従って、

産llIIdは上昇し、｜地の生産性も上がった。ガンビアの

ブレフェトの小さな村では、「カフォ」という地元の女

性団体が、傷んだ農地45ヘクタールの脱端事業に着手し

た。Ｍ１が回復してからは、米の収稚高が劇的に増人

し、この貧しい村は食料を事実上自給自足できるように

なった。

ネパール中央部のポカラの近く、ペワ・ダル流域で

は、女性が中心となって丸裸となった斜ｉｉ１ｉの森林再生を

進めており、土域侵食を大幅に食い止めている。女性は

また、ｉ１ｉｉ木を作る養樹園を迎営、家族で維持管理する小

規棋な樅林地を作って、半'1t紀にもわたる乱伐から緑を

復活させるべく努ﾉjしている。ある女性の集団は、100

ヘクタールの敷地を柵で覆い、やぎや牛の飼料となる牧

草の栽端を行っている。余剰がでれば、地元市場に売り

に||}し、現金収入を得ている。こうして、この丘陵地,'１１；

途上国では一般に、家族が食べる食料の大半は女性が

生産していることから、環境の面から見て持続可能な土

地の利用に関する様々な問題は、多くの場合、彼女達の

生活にとって大きな意味を持っている。’'9述婦人の地位

向上部のナタリア・ザカロヴァは、「女性による労llil集

約的な生産は、環境の面から見て通常の股業よりも健全

である傾向があり、より広範に活用すれば、食料生擁を

噸大すると共に、資源基盤の保全にもなり得るという証

拠があり、注目すべきである」と述べている。

例えば、ナイジェリアやイエメンでは、農業技術指導

貝は通常の農業技術普及活動に加えて腿業に携わる女W|；

に農業技術を伝える努力を行った結果、小規模な農場の

収ｊ１ｔがいくらか増大し始めている。フィリピンやインド

ネシアでは、農業技術指導風の50％以上が女'性である。

加えて、女性は、男性と異なり、１５人から20人のグルー

プで指導を受けることも厭わないため、上地管理官の時

間もより効率的に活用することができる。ケニアでは、

政府は、半分の経費でより多くの農民と接触を図る〃法

として、農村地域の女性'１１体との協力を公的に進めてい

る。

この戦略は、成果を上げている。現在、ケニアの''1家

－１Ｚ城保全計inliの''1心的参jll鞠は女‘性である。198ＭＩＨ､|〈ば

Ｉ

Ｉ
Ｈ
Ｉ
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の女'性は、もはや週20時IlMも費やして薪や飼い葉を探す

必要もなくなり、こうした「自由時間」の一部は、野菜

や果物の栽培をはじめ、土地管理の改蒋に当てることが

できるようになった。

地球上で岐も土壌侵食の進んだ土地のひとつである中

lIflの吹きさらしの黄土高原にある米脂県では、女性が中

心となって風雨による人:ｌｌｌの土壌喪失の原因となってき

た過去数十iIHIllの非持続的な農業のやりﾉｂｒを変え、緑を

lljl後するプログラムを推進した。彼女らは、険しい斜面

に永年作物を植え、他は台地状にし、ガリ侵食を制御し

て、土壌を保謹した。農民には、－JＭ鷺の穀類から-上壌

を年々しっかりと定着させるアルファルファなどの多年

生植物への切り替えと、小規模な畜産業や果物栽塒への

多角化を奨励した。耕作地は半減されたにもかかわら

ず、地域の食料総生産商は、1980年から70％増大した。

５．反撃する女'性殿民

ケニアのマクエニ地区にあるキブウェジは、imM【

3,400平方キロメートル、ナイロビとモンバサのほ

ぼ中間、干上がったサバンナにある。１７万の人口の

大半は、とうもろこし、インゲン豆、カウピー、キ

マメなどの豆類で生計を立てる小規模な貧しい農民

である。地域は、火山性の肥沃な黒土にもかかわら

ず、雨が少ないために毎年ひどい不作に悩まされて

いる。５歳以下の子供の40％が貧しい食生活を送っ

ており、栄養不良はこの地域の風‐ｆ痛のようになっ

ている。

1984年には未曾有といえるほどの旱越に襲われ、

アフリカ医療研究財団（ＡＭＲＨＦ）が給食プログ

ラムに乗り１１}し、１年で５歳以下の子供の栄養不良

率が半減した。

しかしこれによって、地域の長年にわたる栄養問

題が解決したわけではない。そこでＡＭＲＥＦは、

1986年に、耐乾｣性の穀物、うさぎやにわとりの飼

育、苗木畑、省エネの料理用レンジなどを中心とす

る総合的なプログラムを開始した。これらはいずれ

も女性の寅務である。地域全土に井戸が掘られ（水

のくみ上げと運搬も女性の仕事である)、６つの女

性グループが所得創出のための活動を開始した。

第二段Mlfとして、各村落で、コミュニティ・ヘル

ス・ワーカーと旧来の伝統的助産婦（TBA）がii111

練を受けた。これらの女性は、地域的な対応を行う

際に、その先頭にたって村の女性に適切な食事や家

族の衛生の改善についての教育を行った。彼らはま

た子供たちの健康状態を観察し、体重が増えない子

供は保健所や保健所支所の診療所などに回した。

現在では、キブウェジの女性は自活することがで

きるようになり、自己啓発に努めている。

■よりよい教育と公共医療サービスがなされれば、

女性は、環境の犠牲となるのではなく、環境を管

理できるようになる

女性と土地の関係は多飯なものとなっている。途上国

の女性は一般に、大きく分けて３つの分野で環境資源を

管理している。まず、食料、燃料、飼料および水の供給

者。家の周辺の衛生環境を維持することにより家族の健

康を管理する人。そして、家庭の廃棄物を安全に処理

し、家の周辺の衛生琿境を維持する者としてである。ま

た、途上国の女性は、将来のニーズを満たすことができ

るように森林、土壌、水、牧草地を保護する環境保謹論

者である（l〃|み記事５，６）。よりよい教育と公共医療

サービス（特にリプロダクテイブ・ヘルスと家族:l-1Illi）

がなされれば、女性は、環境の犠牲となるのではなく、

これらの女性は、変化の環境を管

機会を活

皿できるようになる。

１１]していくであろう｡
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食料安全保障と人□政策の調和

となることが認められているにもかかわらず、実際

は(訓]供与やサービスあるいは,111練を申し込む際に

リl性の保証が必要とされる。

Ｑ女性および女児の土地財産の相続権

女性、とりわけ貧しい農村の女性は、日常生活の様々

な用１':で時間に追われ、生涯を通じて多大な負1111を強い

られている。絶え間ない妊娠と子育てに追われる'1』で

は、女性は栄養や公衆衛生、家族の衛生に配慮したり、

農村開発プログラムや所得創出プロジェクトを利川する

余裕もなくなる。「彼女ら自身の栄養不良と家事の負担

や育児の灘任が、女性から新しい技術やIfi場での機会、

あるいはソーシャル・サービスの恩恵を受ける機会を

奪っている。開発プログラムに女性の健康と栄養の改善

が組み込まれれば、家族が消費する財とサービスの化産

における女性の生産効率も向上するであろう」とＦＡＯ

の報告は述べている。開発プログラムには、その第一の

要素として、女性のリプロダクテイブ・ライツヘの配慮

が含まれなければならない。途上国をドト'心に、およそ３

億5000〃人の女性が、｜}｜産を制限し、あるいは止めるため

に必要なサービスを手に入れる機会も与えられていない。

岐近では、開発機関やＮＧＯ、各11:1政府もこのような

女性と食料生産の関辿に気づき始めている。解決策は、

食料の生産と分配のIMI題を解決に導くものでなければな

らないが、同時に、食料の生産者１１体の,権利とニーズに

注意を払うことも不可欠である（|Ⅲ1み記事６）。効果的

な11J家人口・開発政策を導入することにより、女性の身

体的健全性と物質的斑境およびﾈﾋ会的地位を改蘇し、男

女平等に貢献し、家庭化活を向上させ、少人数の家族と

人111鋤Ⅱの抑制が進められると共に、適切な食料供給の

実現に貢献することができる。

このtIiil家開発政策では、地域の様々な決定に女性の意

見が反映されるようにするために女'ｌｌ１ｉに好意的に活動し

てくれるよう、地域リーダーに要i;lIjしなければならな

い。また、この政策は、女性を政策立案者およびその実

施担当者としてもっと活用しなければならない。女性を

政策立案者および実施担当者として活用する一例として

は、腿業技術指導員として女性のﾙ(1N]を増やし、その職

務を腿業技術指導にﾉﾘⅡえ、家族計ilJliやリプロダクテイブ

・ヘルスおよびライツに関する基本的な助言にまで拡人

することなどが考えられる。

多くの国において、土地の所有に関する法的およ

び悩習上の基盤は、女性よりもり}性に有利であり、

ｌＭ１ｌの法律が改T[されていても、法律と慣習が一致し

ない場合は、通常男性に有利となっている。例えば、

多くの国において法律上は女性に夫の土地の相続が認

められているが、実際は親類の男性に贈与される。

●信用供与（金融制度）の利用

多くの国でそのようなことはないことが明らかと

なっているにもかかわらず、銀行や農村地域の信用

調査,機関は、貸し付けに際して、農村地域の貧しい

女性は危険性が,『Ｊいとみなしがちである。傭１１]供与

がなくては、女'|ｿ|§は生産の拡大も、収穫高の哨大、

共同体への加入、あるいは農村開発プログラムの利

１Ｗもできない。

口農村の女性に対する農業技術訓練および農業技術指

導の提供

IJI|練および農業技術指導政策は、女'性が食料生産

と家族の栄養に果たす重要な役割を認識しなければ

ならない。男'lfMm垂により、農村経済において女性

は幡視されてきた。農業技術指導貝としてもっと多

くの女性が訓練されれば、このIiMi電の是正に役立つ

であろう。

Ｑ人口とリプロダクテイブ・ヘルス戦略の統合

多くの点において、これは女性にとって基本的政

策分野である。他の権利を｜･分に行使するために

は、女性は出産に関する選択権と管理を、すなわち、

家族計画を含む包括的なリプロダクテイブ・ヘルスの

，Ni報とサービスを利用できる環境を必要としている。

ｑ男性の支援

女性は、子供を創何人、どのくらいの間隔で1堰むか

についての決定はもとより、食料生産者ならびに環

境の管理者としての女性の役割に対し、家族とコ

ミュニティの支援を必要としている。

!｡政策立案過程への女性の参画
即刻関心を払うべき政策分野は以下の７分野である．

●自分が働く土地に対する女性の所有権または名義 女性は、単に受益者としてみなされるのではな

く、意思決定過堤の不可欠な一部とされなければな

らない。あらゆるレベルのリーダーは、女性の持つ

滞在能力と１１J能性が「いかなる物｜か、そしてそれ

を解放するには「何が必要か」を認識する必要があ

る。リーダーの認識を高めるためには、女性のリー

ダーを増やすことが有効であろう。

」己地の名義は夫、あるいは親頬の男性の名義であ

る場合が多い。多くの国において、女性が.'二地の名

幾人となれないために、女性は、Ｉ:地の利川、川水

権、訓練、生産.,Pfと販売者の協liil組合、,信１１)供ﾉjな

ど、正規の農村経済の大半からIL1動的に除外されて

いる。一部の｢腹|では、法律上は女'性に土地の名義人
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６．生活を変えた実践

フィリピンにおける養殖

バンティーク村は、沈泥を運ぶ茶色に混濁したパ

ナイ川がピラー湾に注ぐ河口にある村である｡フィ

リピンの貧しいカピーズ州の大>|〈の村々と同様、バ

ンティーク付も漁業で生計を立てている。

しかしながら、この30年、乱独とダイナマイトや

毒物ならびに目の細かい網の使川により、魚は激減

した。｜Ⅱ米漁網を総い、庭の世話をし、夫が海から

獲ってきた収穫物をきれいに洗い、売るといった仕

事をしてきた村の女性は、臨時の収入を得る道もな

く、ますます社会の主流から取り残された。

そのような時、カピーズ州のjill【||:が、所得水準を

上げ、貧しい漁村の恵まれぬ女性の地`位の向｣二を図

るプログラムに着手したのである。技術支援には、

フィリピン農務省がＦＡＯのマニラ事務所と共同で

当たった。資金供ﾉﾌﾞは、国連人１１基金（ＵＮＦＰ

Ａ）が対フィリピン援助の一環として行った．

ロジー．リオス・サネオが、経済情勢の改舛と村

のより良い将来のために、「インダストリアス・マ

ザーズ．オブ．バンティーク（バンティークの,働く

母の会)」を結成したのは1992年のことである。各

人平均3000ペソ（約150ドル）の融資を得、女性た

ちは魚、エビ、牡蛎の養殖、カニの肥育、そして

ポートで17キロ先のパネイで海産物と野菜の販売を

始めることができた。グループのほとんど全風が家

庭菜隙Ｉで野菜と果物を栽培している。ロジーのグ

ループは(胡会員が蝋え、1995年までに30滴の会員

を擁するまでになった。

現ｲ'ミロジーの生活は著しく改鋒され、まﾌﾟとバン

ティーク村全,体の生活の質も大いに向上した。Ｍ１気

が敷設され、現地の小学;佼では給食が始められた。

ロジーはまず最初にＩＩＢ育用の若いカニの仕入れと小

さな池でのミルク・フィッシュ礎殖に投資を行っ

た。彼女は、この岐初の投資から得られた利縦を、

村挙げてのムラサキ・イガイ（ムール貝）の養殖の

プロジェクトに再投資した。

フィリピンではロジーと姉妹を含む２万人の女性

が養殖に従事している。ほとんどiUi月、Ｉｌｌ帯所得に

占める彼女らの収入は夫の収入より多い。「インダ

ストリアス．マザーズ・オブ・バンティーク’にな

らう男性が増え、護のシーフードの養殖を手Ⅷ伝って

いる。脇の沿岸の水資源はまだ１，１復していない。し

かしパンティーク村は、このようにして収繊の少な

い時期でも生活していけるようになった。

スーダンの養鶏

スーダン北西部の荒野に忘れ去られた特徴もない

2000余りの村然のひとつ､砂漠の小村ゴゼルハラ

グ。［7L朝にはすでにjM1（ぶよ）がうるさく、遠方で

は地面から舞い上がる熱気に木々がかすんで揺らめ

く。イスラム・パケイトは早起きだ。すでに黄土色

の砂ぼこりの''１にひざまずき、鶏に餌の穀物を撒い

ている。イスラムは23歳、近くのアトパラ川の砂を

塗りつけた日干しれんが造りの小さな小屋に、ブミと

子供２人と住む。

イスラムは、ＵＮＤＰがスポンサーとなって始め

た股村開発プログラムから(舟用貸付を得て、雌鶏を

買った。この辺境の乾燥地''6:では農民の70％が女性

であるため、股付開発事業を行うには、女性の農民

のニーズに焦点を置くことが必要である。

「剛を12羽飼っています｣。イスラムが説明する。

「プログラムから24,000ポンド（約５０ドル）を借り

て、鶏を買いました。もっと卵を産むようになった

ら、市場で売って、･借金を返していくつもり。それ

からもっと鶏を買うわ」

この地域の数千の村々と同様、ゴゼルハラグに

も、それぞれのコミュニティが選}｣けるメンバーで

柵成される地元の開発委風会がある。これらの委且

会は定期的に会合を開き、開発のニーズや優先課題

について話し合う。一度、|)'1発計画が策定され公示

されたら、イスラムのようにIllil人で(訓1貸付を'１'し

込むことができる。

所得創出プロジェクトのI｣ﾐ倒的多数が食料安全係

lMfの改善を[''１勺としていることは、鮪くべきことで

はない。所１ＭMLhlllllプロジェクトの多くは、耕作地の

iiMi慨の拡大、牧畜、家庭菜園に関連したものであ

る。

イスラムは剛を増やし、できれば乳牛も１頭飼い

たいと、計llhiがふくらむ。［このプロジェクトが始

まる前は、皆本当に貧しく、その日蝶らしだった」

とイスラムはHfを振り返る。「でも今は、希望を

もって将来のことを考えられる」
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ル・ヘルスを含むリプロダクテイブ・ヘルス・ケア

を得られるようにする。

1992年の地球サミットから1996年の食料サミットに龍

る近年の一連の国際会議は、貧困、人１１、男女平等、食

料安全保障などの社会的問題には、政策アプローチの調

和と統合が必要であると、強調している。

1994年９月にカイロにおいて180カ国の代表によって

承認された国際人口開発会議（ＩＣＰＤ）の行動計画は、

以下のことを各国が行うべきであると合意した。

ＩＤ2015年までに、すべての(1)i1人が初等教育を受けられ

るようにする。各国は、2005年までに初等およびｌｌＪ

等教育における（就学率、教育の質等の面で）男女

の差をなくすよう努めるべきである。

32015年までに、乳児死亡率を出生1000人当たり35人

未満に、５歳未満死亡率を出生1000人当たり45人未

iilIliにする。

●食料、栄養ならびに農業の政策および計画と、公正

な貿易関係を強化し、あらゆるレベルにおける食料

安全保障のjnllIMと強化に特に注意を傾注する。

●職場における女』性に対する既存の不公正および障害

を排除し、あらゆる政策の立案および実施への女性

の参画をＩ１ｌｉ進し、また、＿'二地所7丁や財産のﾈ'１統椛、

信用貸付の利用を含む生産的資源の女性の分担所有

権を増大する。

●2000年までに妊産婦死亡率を1990年のレベルの半分

に、2015年までに更に半分に引き下げる。

の2015年までに、平均余命を75歳以上に(''１ばす。

以上の'二1標を達成することにより、以下のことが実現

されるだろう。●人的資源の1）M発への投盗を強化すると共に、斑境｣二

健全な貿易と投資の拡大を図るためのより適切な理

境を確立することにより、工業、腿業およびサービ

ス部門において女性の)(【1111を倉Ill)する。

●女性が開発の躯流に組み入れられる。これは、女性

の健康を促進し、教育を推進し、経済的貢献を助長

することになろう。

●地球サミットのアジェンダ21のI-1的と施策を支援す

るための総合的な人口政策およびiillIIiiを策定し、実

施する。

●すべての妊娠が計画されたものであり、すべての子

供が望まれたｒ供であるようにする。

1995年３月にコペンハーゲンで開催された世界社会開

発サミットは、各国政府が社会の最貧1水Ｉｌｒｌｌに生活を成り

立たせるための機会を与える施策をとることが必要であ

ると強調した。とりわけ、女性に直接影縛を及ぼす政策

の立案と実施に、女性みずからが関与することが必要で

ある。すなわち、端的に言って、持続可能な開発におい

て、男女が真のパートナーとなることが必要なのであ

る。

1995年９月に北京でＩ)'1催された第４１１１１世界女性会議

は、男女平等の必要性を強調し、女性のエンパワーメン

卜を２１世紀における開発の主要目標のひとつに掲げるよ

う求めた。

ＩＣＰＤの行動計liliiは、lHlMf、女性の地位および社会開

発に関連して、すべての国に向けて具体的'-1標を設定し

ている。

その中には次のような内容が含まれている。例えば、

●女性を中絶がもたらす危険から守る。

ｐＩｌｌＶ／ＡＩＤＳと闘う。

●すべての人の教育を推進し、教育における男女間の

絡差をなくす。

口家族の価値や形態を守り、促進する。

ＩＣＰＤ事務局長のナフィス．サディック博士が指摘し

ているように、「行動計両は、女性とり}性、そしてその

家族を|玉1際的なI)M発アジェングとして取り組むべき課題

の最上位に掲げている｣。

211}l紀における課題は、８０億人から100億人規模に附

加する世界人ｕを扶養することである。このことは、女

性を男性と対等なパートナーとして十分に参画させるこ

とによってのみ111能になるのである。

⑤2015年までに、すべてのｲ１１M人が家族,;11画とセクシャ
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